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大
船
渡
の
漁
業
は
、
起
伏
に
富
ん
だ
リ
ア
ス
海
岸
の
豊
か

な
漁
場
に
恵
ま
れ
、
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　
盛
ん
に
営
ま
れ
る
漁
業
を
、
次
世
代
に
つ
な
い
で
い
く
た

め
に
、
担
い
手
を
確
保
・
育
成
す
る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
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殖
体
験
を
通
じ
て
地
域
の
産
業

や
歴
史
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　
末
崎
中
学
校
で
は
、
平
成
14

年
か
ら
総
合
的
な
学
習
の
一
環

と
し
て
、
地
元
に
関
わ
り
の
深

い
ワ
カ
メ
養
殖
の
体
験
学
習
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
養
殖
の
歴
史
や
技
術
を
学

ん
だ
上
で
、
実
際
に
種
ま
き
・

収
穫
・
加
工
を
し
、
都
市
部
で

地
域
の
漁
業
を 

子
ど
も
た
ち
に

　
末
崎
町
は
、
ワ
カ
メ
養
殖
発

祥
の
地
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
30
年
代
後
半
、
小
松
藤
蔵

氏
に
よ
っ
て
養
殖
技
術
が
開
発

さ
れ
、
そ
の
技
術
が
全
国
に
広

が
り
ま
し
た
。こ
の
こ
と
か
ら
、

末
崎
小
中
学
校
で
は
ワ
カ
メ
養

の
販
売
ま
で
を
行
う
も
の
で

す
。
ま
た
、
豊
か
な
海
を
育
む

た
め
、
山
の
植
林
も
行
い
、
ワ

カ
メ
養
殖
に
関
わ
る
こ
と
を
生

徒
が
在
学
中
の
３
年
間
を
通
し

て
学
習
し
ま
す
。
こ
の
学
習
で

は
、
漁
業
者
が
養
殖
施
設
な
ど

を
用
意
し
、
作
業
時
に
は
船
を

出
し
て
指
導
す
る
な
ど
、
地
域

が
一
体
と
な
っ
て
協
力
し
、
漁

業
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
き

ま
し
た
。

　
学
校
統
合
に
伴
い
、
末
崎
中

学
校
と
し
て
の
体
験
学
習
は
本

年
度
が
最
後
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
末
崎
小
学

校
で
は
、
８
月
30
日
に
３
学
年

13
人
と
そ
の
保
護
者
が
親
子
行

事
で「
ワ
カ
メ
の
芯
抜
き
体
験
」

を
行
い
ま
し
た
。

「
体
験
」が
深
い
学
び
に

　
末
崎
小
学
校
で
は
、毎
年
３・

５
年
生
が
、
理
研
食
品
株
式
会

社
の
「
ワ
カ
メ
学
習
」
を
受
講

し
て
い
ま
す
。こ
の
学
習
で
は
、

ワ
カ
メ
に
関
し
て
、
い
つ
か
ら

食
べ
ら
れ
て
い
た
か
、
日
本
で

た
く
さ
ん
採
れ
る
場
所
は
ど
こ

か
、
色
の
秘
密
な
ど
、
学
年
に

応
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
学

び
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
座
学
と
と
も

に
、
実
際
に
ワ
カ
メ
作
業
に
ふ

れ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
よ
り
深

い
学
び
に
な
る
こ
と
か
ら
、
本

年
度
、
県
漁
業
士
会
大
船
渡
支

部
の
補
助
に
よ
り
体
験
学
習
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
中
で
ワ
カ
メ
の
芯

抜
き
を
体
験
し
た
こ
と
が
あ
る

の
は
、
保
護
者
に
数
人
い
る
程

度
で
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
初
め

て
で
し
た
。

　
中
学
校
で
も
指
導
を
行
っ
て

い
る
漁
業
士
の
尾
﨑
眞
さ
ん

と
、
村
上
雅
文
さ
ん
の
協
力
に

よ
り
、
小
学
生
に
で
も
わ
か
る

よ
う
に
声
が
け
を
し
な
が
ら
、

体
験
学
習
が
始
ま
り
ま
し
た
。

ワ
カ
メ
の
芯
抜
き
は
、
芯
と
葉

の
境
目
に
切
れ
目
を
入
れ
、
葉

に
芯
が
残
ら
な
い
よ
う
に
割

き
、
そ
れ
ぞ
れ
を
き
れ
い
に
切

り
分
け
る
作
業
で
す
。　

　
子
ど
も
も
保
護
者
も
、
ゆ
っ

く
り
慎
重
に
作
業
を
進
め
、
き

れ
い
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る

と
う
れ
し
そ
う
で
し
た
。
何
度

か
繰
り
返
す
と
ス
ピ
ー
ド
も
上

が
り
、
約
１
時
間
で
15
㌔
の
ワ

カ
メ
の
芯
抜
き
を
し
ま
し
た
。

体験の後、ワカメのみそ汁も食べました。
いつも、みそ汁に入っているワカメの葉は、
漁業者が、芯と葉に分けているのだという
ことを感じながらの食事となりました。

「
未
来
へ
伝
え
る
」

　
Interview

　末崎小学校の副校長先生に、
体験学習について話を聞きま
した。

　子どもたちには、末崎のことを知ってほしい
ですね。学校では、生活科や総合的な学習の中
で、郷土を知る学習を行っています。
　本年度１・２年生は、学校から近い小河原地
区の海岸に出かけ、海辺の生き物を観察する「海
遊び」をしました。海水浴場に行ったことはあっ
ても末崎の海岸で遊んだことのある子は少な
く、新鮮な体験だったと思います。
　このような体験を積み重ね、小学校６年間を
通して末崎を「知る」ための学習の仕組みを系統
的につくっていきたいと考えています。
　今回のワカメの芯抜き体験は、今まで知識と
して知っていたことを、実体験を通してより深
く「知る」ための学習活動になったのではないで
しょうか。今後も、このような体験の中から、
子どもたちが気付き、考え、学び、地域の皆さ
んのご協力をいただきながら、自分の生まれた
この末崎を誇りに思うようになってほしいと思
います。

末崎小学校副校長
（末崎町出身）  佐

さ さ き
々木　得

とくひろ
洋さ

ん
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＊ワカメの芯抜き体験＊＊ワカメの芯抜き体験＊

はじめて芯抜きを
しました。失敗も
したけれど、楽し
かったです。

難しかったけれど、
上手にできたと思
います。


